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政
府
に
よ
る
補
正
予
算
を
用
い
た
い
わ
ゆ
る
国
立
漫
画
博
物
館
の
建
設
の
是
非
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意

書

本
年
四
月
二
十
一
日
、
政
府
は
総
額
十
四
兆
七
千
億
円
に
上
る
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
案
（
以
下
、
「
二
十
一
年
度
補

正
予
算
」
と
い
う
。
）
を
発
表
し
た
。
「
二
十
一
年
度
補
正
予
算
」
は
、
五
月
十
三
日
に
衆
議
院
を
通
過
し
、
同
月
二
十
九
日

成
立
し
た
。
前
々
回
質
問
主
意
書
で
、
「
二
十
一
年
度
補
正
予
算
」
の
目
的
、
必
要
性
等
、
そ
の
意
義
を
麻
生
太
郎
内
閣
総
理

大
臣
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
五
八
号
）
で
は
「
政
府
と
し
て
は
、
『
景
気
の
底
割

れ
』
を
防
ぎ
つ
つ
、
国
民
の
安
心
を
確
保
し
、
未
来
の
成
長
力
強
化
に
つ
な
げ
る
と
い
っ
た
目
的
に
沿
っ
て
、
経
済
の
下
支
え

に
必
要
な
事
業
や
将
来
の
成
長
力
を
高
め
る
事
業
等
を
厳
選
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
必
要
な
経
費
を
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次

補
正
予
算
に
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
二
十
一
年
度
補
正
予
算
」
の
中
に
は
、
三
兆
円
の
施
設
整
備
費
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
総
額
約
百
十

七
億
円
を
用
い
た
国
立
メ
デ
ィ
ア
芸
術
総
合
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
。
以
下
、
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
建
設
の
計
画
が
含
ま

れ
て
い
る
。
本
年
六
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
国
家
基
本
政
策
委
員
会
合
同
審
査
会
、
い
わ
ゆ
る
党
首
討
論
に
お
い
て
麻
生
総

理
は
、
「
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
き
、
「
ま
た
、
ア
ニ
メ
の
殿
堂
の
話
を
具
体
例
と
し
て
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
こ
れ
は
何
も
思

一



い
つ
き
で
私
の
段
階
か
ら
出
た
わ
け
で
も
何
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、
前
々
に
、
安
倍
内
閣
の
と
き
に
こ
れ
が
ス
タ
ー
ト
し
、

福
田
内
閣
で
こ
れ
を
企
画
し
、
私
の
と
き
に
実
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
は
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
政
府
内
の
ど
こ
の
部
署
に

よ
っ
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
ど
の
様
な
経
緯
で
今
次
決
定
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
詳
細
な
経
緯
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
政
府
は
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
二
〇
号
）
で
「
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
、
海

外
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
我
が
国
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
新
規
市
場
の
創
出
等
に

活
用
し
、
我
が
国
の
中
長
期
的
な
成
長
を
図
る
た
め
に
必
要
な
投
資
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
』
と

は
考
え
て
お
ら
ず
、
『
建
設
を
中
止
』
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
そ
の
必
要
性
を
強
調
し
、
更
に
、
「
財
政
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
予
算
作
成
後
に
生
じ
た
事
由
に
基
づ
き
特
に
緊
要
と

な
っ
た
経
費
の
支
出
を
行
う
た
め
必
要
な
予
算
の
追
加
を
行
う
場
合
に
は
、
補
正
予
算
を
作
成
し
、
こ
れ
を
国
会
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
、
我
が
国
の
中
長
期
的
な
成
長
を
図
る
た
め
、
特
に
緊
急
に

実
施
す
べ
き
施
策
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
」
と
し
、
「
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
は
補
正
予
算
の
趣
旨
に
合
致
す
る
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
な
さ

二



れ
て
い
る
。
「
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
が
緊
急
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
一
の
麻
生
総
理
の
発
言
に
あ
る
様

に
、
安
倍
内
閣
の
時
に
そ
れ
を
建
設
し
な
か
っ
た
の
か
。
安
倍
内
閣
の
時
に
発
案
さ
れ
、
福
田
内
閣
を
経
て
麻
生
内
閣
に

な
っ
て
よ
う
や
く
、
し
か
も
本
予
算
で
は
な
く
補
正
予
算
に
よ
っ
て
建
設
が
決
め
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

三

青
木
保
文
化
庁
長
官
は
「
セ
ン
タ
ー
」
建
設
に
関
し
、
「
こ
う
い
う
予
算
が
つ
く
機
会
は
今
後
五
十
年
、
百
年
は
来
な
い

か
も
し
れ
な
い
」
と
の
発
言
を
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

四

青
木
長
官
、
ま
た
は
文
化
庁
と
し
て
、
「
セ
ン
タ
ー
」
建
設
の
構
想
を
い
つ
か
ら
承
知
し
て
い
た
か
。

五

青
木
長
官
、
ま
た
は
文
化
庁
と
し
て
、
政
府
に
対
し
て
「
セ
ン
タ
ー
」
建
設
の
要
望
を
い
つ
か
ら
し
て
い
た
か
。

右
質
問
す
る
。

三


